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この議会便りは政務活動費（公費）で印刷しています。 

 いそがわ ゆか（五十川 有香） 連絡先 

 吹田市役所：〒564-0880 吹田市泉町1-3-40 TEL 6384-1231（代表）FAX 6337-6925 

 事 務 所 ：〒565-0831 吹田市五月が丘東9-12-102 TEL 4864-2874 FAX 6878-1452 

         Eメール:510yuka.suita@gmail.com  URL：http://isoyuka.net 

 １００%無党派・市民派の会派の『吹田いきいき市民ネットワーク』は、約２０年前

（1995年）、“市民目線で活動する議員を議会へ送り出し市政に参画しよう” 

そんな市民の思いから生まれました。『見える政治、わかる政治』をモットーに 

議会活動を行い、その結果を「議会だより」で発信してきました。 

議 員 報 酬 や 政 務 活 動 費 の 使 い 道 は す べ て オ ー プ ン に し、ク リ ー ン な 政 治 を 

続けています。“市民力”そして“広がるネットワーク”が『吹田いきいき市民ネット

ワーク』の活動の源です。今期より「中本みちこ」に代わり、「いそがわゆか」が、市議

会内の一人会派として活動しています。これからも市民パワーとともに、笑顔あふれる未

来にむけ、市政に変革を起こしていきます！３月議会の議会報告です。 

参考:市報すいた4月号より 平成28年度当初予算が可決されました！ 

 3月議会は、後藤市長就任後、初の予算審議でした。新規で立ち上げた事業と 

拡充した事業を合わせて129事業となる平成28年度一般会計予算は、 

1261億7321万円(昨年度比3％増)。特別会計で853億577万円（昨年度 

比0.3％減)でした。私は、福祉環境常任委員会に所属していますので、主に 

福祉部・健康医療部・児童部・環境部の事業（使いみちは、一般会計の約 

46％を占める民生費581億9497万円（3.6％増））を中心に審査を行いました。 

審査の対象事業は莫大で、委員会最終日は午後23時50分までかかりました。 

予算案に対する委員会討論にて以下の通り意見を述べ、賛成しました。 

 【生物多様性の保全について】生物多様性の保全

に向けて、施政方針や実施計画で言及されているに

もかかわらず、本年度予算ではその費用が計上され

ておらず、甚だ疑問である。生物多様性は私たちの

社会生活にも影響が大いにあり、また、このままで

は現在保たれている希少種の生命も破壊されると危

惧する。早期に具体化していくことを強く求める。 

 【待機児童対策について】短期の確保方策におけ

る具体的数値等の目標がなく、このような予算内訳

では到底問題の解決には至らない。現在の待機児童

の大幅な増加は、多方面から批判されているよう

に、市の施策や計画の甘さといえる部分が多い。そ

の原因を分析すら行わず、有効求人倍率などの社会

的状況が読めなかったためであると困っている方々

の前で放言
ほうげん

する市の姿勢には遺憾の念に堪えない。

また、以前から、民営化等についても市民が納得で

きる説明もされておらず、現在の状況では、保育行

政に対する市民からの市への不信、不満は高まるば

かりである。情報公開や説明は市の責務であり、市

民に分かりやすく説明するとともに、施策やその過

程においても丁寧に市民に寄り添って遂行していく

よう強く求める。 

 【音楽療法について】音楽療法はこれまで15年

間、市民との協働によって先駆的に取り組んできた

事業であるが、廃止するとのこと。契約期間が仮に

１年ごとであっても、昨年４月より実行されている

市の計画は３年計画であり、目標も明確に公表され

ているため、その利用者や事業者に期待感が生まれ

るのは当然である。また、市としても当該事業は有

用と認識しているとのことであった。事業の廃止理

由が不明確のため、早急に市民、当該関係者に対し

て明確に説明する責任を果たすことを強く求める。 

 また、他にも予算の内容と計画等との間に矛盾が

多く見られた。その理由もあいまいで不明な点が多

い。どの事業においても常に計画どおりに進むよう

最大限努力されたい。 

～平成28年度予算案について～ 
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平成28年度予算にて、市民活動等による地域の課題解決のための「地域住民居場所づくり活動

補助事業」が新設されました。また、市長所管の留守家庭児童育成室と教育所管の太陽の広場

事業が両事業とも教育委員会所管となり新しい体制を迎えました。 

この新しい仕組みは、子どもたちの居場所や地域課題の解決に向けた取組みです。今後の展開

に期待し、質問しました。 

 

 吹田市では、地方自治法等の改正を受けて、平成19年（2007年）に吹田市自治基本条例

が施行されました。平成27年8月4日から自治基本条例の見直しについての検討を市長から

市民自治推進委員会が諮問を受け、今日までに数回にわたり議論されてきました。その議論

内容を基に近日、市から中間見直し結果が発表されます。 

 市民自治とは？市民福祉の向上のために、市民の声を基に市政

運営を進めていこう。市民も政策の策定過程に関わろう！といっ

たものです。つまり、市民から声を上げよう！ということです。

吹田市自治基本条例は、その趣旨を基にできた条例です。現状

は、条例の趣旨に沿った運営はされているのでしょうか。 

【五十川】 

 平成28年4月からの「地域住民居場所づくり活動

補助事業」については、予算も１団体あたり年額１

００万円の３団体と充実しているものとはいい難

く、補助金申請にかかる審査基準も広範囲で不明確

であり、また、市民公益活動促進補助金との同時申

請が不可となっており、市民の方々の積極的な申請

を招くものとはなっていない。 

 また、その対象事業には、学習支援や高齢者や子

どもの引きこもり支援など、多くの分野にまたがる

ものが挙げられており、様々な居場所づくりに対す

る他の部の事業との連携も必要不可欠なものとなっ

ている。「地域住民居場所づくり活動補助事業」に

ついて、他の部署等との連携への期待や具体的な取

組みについて現在の状況は？ 

【答弁(市民部)】 

 「地域住民居場所づくり事業」は、これまでの公

益活動促進補助事業では、補助期間が終わると事業

継続が出来なくなるなどの事例や、市民公益活動審

議会からも、公益性の高さを鑑みて、事業継続への

支援制度の必要性の声をいただいていた。また、制

度構築の過程において、関係所管部長の協議があ

り、「事業実施期間等については5年間とし、他の

事業との整理・統合や事業継続を判断する。」とし

た経過もあり、今後も各関係部署と密に連携・協力

して事業実施していきたい。 

【五十川】 

市長の施政方針で、「4月から留

守家庭児童育成室が教育委員会の

所管になることで、太陽の広場事

業との共通のプログラムの充実に努め、子どもたち

にとって望ましい居場所づくりに取り組む。」とい

うが、具体的にどのような活動を行うのか。また、

民間委託となる留守家庭児童育成室との連携は？ 

【答弁(地域教育部)】 

今後も地域の方々の力をお借りしながら、読み

聞かせ・折り紙・囲碁・将棋・サッカー等の体験活

動の実施など、共通のプログラムの充実に努める。

また、留守家庭児童の運営が直営か委託にかかわら

ず、吹田の子どもたちにとって望ましい放課後の居

場所づくりに取り組んでいきたい。 

 子どもの居場所となる二つの事業は地域の方々

のご協力がなければ成り立たない事業です。東佐

井寺の太陽の広場のように全国にも誇らしい好例も

あります。この事業は、その派生的な効果として、地

域における顔の見える関係づくり、防犯や防災にも

つながりうる性質を持つものと考えられます。地域住

民居場所づくり事業とも合わせて、更なる

発展、充実に期待したいものです。 

※答弁の部署名は、組織改正後の名前にしています 
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【五十川】 

 市では、様々な分野の施策展開において、

審議会が開かれていますが、吹田市自治基本

条例19条に、「原則、審議委員の全部もしく

は一部について市民から選ばなければならな

い。」とある。しかし、実際は、市民の公募

が可能である審議会のうち、約２割の審議会

において公募が実施されておりません。公募

されない相応の理由はあるのか。また、その

ことについての説明は既にしているのか。 

【答弁（福祉部)・（児童部）】 

 現在は、障がい者施策推進委員会と児童センター運

営委員会において、推薦のみで行っている。次期の選

任また推薦枠を見直す際に、公募を行っていきたい。 

【五 十 川】  平成25年3月に策定された「第3

次すいた男女共同参画プラン」においては、

女性の審議員の参画40％を目指すとなされて

いますが、女性委員が０
ゼ ロ

の審議会等も存在し

ています。目標達成に向けたこれまでの市の

取組み・成果は？具体的に述べよ。 

【答弁（市民部）】 

 審議会等における女性の参画参加状況を毎

年、事務なび（庁内の掲示板のこと）で全職員

に周知し、積極的に周知している。 

【五十川】 

 他にもこの条例の規定と現況に齟齬
そ ご

が多く

見られる。現状を踏まえて、市民自治推進委

員会が諮問を受けたときだけではなく、例え

ば、独自に条例の趣旨の実現にむけて検討会

等を定期的に行うこと等により、市民自治の

発展が後押しされることにつながるのではな

いかと思われるが、いかがか？ 

【答弁（市民部）】 

 市長から諮問が

なくても意見を述

べることのできる

事項はあるが、あ

くまで特別職の非

常勤職員の立場で

開催される必要が

あると思ってい

る。市民自治推進委員会がより有効に機能できるよう

検討していく。 

質問の詳細は、吹田市議会ホームページで「３月定例会本会議」の録画放映がご覧いただけ

ます。http://www.discussvision.net/suitasi/index.html 

もしくは、『吹田市議会』で検索。 

「法律家の指摘に対しても、違法とは考えてい

ない。」との回答でした。 

 このような姿勢では、市民の情報管理につ

いて不安が募るばかりです。 

 市は、市民の方の個人情報についても、同

様の取扱いをしていると市民から捉えられて

もやむを得ないでしょう。人事の決して非を

認めようとしない姿勢は実に問題が多い。 

【五十川】 

 約１か月前の総務部人事室長発信の通知文で、

具体的な氏名が記載された各職員ごとの有給休暇

の繰越日数及び保有日数が人事室長指示のもと、

病休職員分も含めて各課の全職員に回覧
 

されてい

る。 

 弁護士からも、「当該通知の配布は、プライバ

シー権、人格権等の人権の侵害のみならず、職員

に保障されている休暇の権利すら侵害する可能性

があり，その違法性を否定しうる要素はない。
                

ま

た、個人情報は、ひとたびでも流出が生じると、

その被害を回復することは不可能となる。」とい

う指摘がある。弁護士の指摘のとおり、個人情報

の漏えいにより、違法性は明らかではないか。 

【答弁（総務部）】 

 所属長あての通知について、年次休暇の管理を

目的として、各所属職員の平成２７年からの休暇

の繰越日数、平成２８年の新たな付与日数及びそ

の合計を所属長に通知するとともに、付与される

一人ひとりの職員に対しても周知することを求め

た文書であることから、目的、手段ともに違法性

があるとは考えていない。御指摘のよ

うに、各職員の年次休暇の繰越日数等

が、職場内で回覧されることによっ

て、他の職員の目に触れることについ

ては、今後の検討課題であると考えている。 

参考：吹田市HP 
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○：賛成 ×：反対 退：退席 欠：欠席  

《会計報告（2016年1月～3月）》 

 平成28年度当初予算案について、吹田市庁舎一

部移転のための吹田さんくす事務室賃借料等予算に

ついて、移転対象部署は教育委員会を前提として提

案されたが、財政総務委員会の質疑の中で、教育委

員会は、移転による課題整理・問題の解決等の整理

もできていないとのことでした。委員会より、「移

転について再度、全部署を対象に検討すること。ま

た移転にあたっては、当該部署と市民に生じるデメ

リットを最小限のものにするとともに、課題の解決

にあたること。」という附帯決議が挙げられ、賛成

多数で可決されました。 

 また、今回は、21の条例案が提出されました。

主に待機児童対策として、平成29年度から吹田市

立吹田第一幼稚園および吹田南幼稚園を幼稚園型認

定こども園に変更する条例が賛成多数で可決しまし

た。 

   １ ２ ３ ４ ５ 

山根  健人 ○ ○ ○ ○ ○ 

日
本
共
産
党 

倉沢 恵 ○ ○ ○ ○ ○ 

竹村  博之 ○ ○ ○ ○ ○ 

塩見みゆき ○ ○ ○ ○ ○ 

柿原  真生 ○ ○ ○ ○ ○ 

玉井美樹子 ○ ○ ○ ○ ○ 

上垣  優子 ○ ○ ○ ○ ○ 

大
阪
維
新
の
会   

井口 直美 ○ ○ × × ○ 

橋本 潤 ○ ○ × × ○ 

斎藤 晃 ○ ○ × × ○ 

榎内 智 ○ ○ × × ○ 

松谷 晴彦 ○ ○ × × ○ 

    １ ２ ３ ４ ５ 

浜川  剛 ○ ○ × × × 

公
明
党 

矢野伸一郎 ○ ○ × × × 

井上真佐美 ○ ○ × × × 

野田  泰弘 ○ ○ × × × 

吉瀬  武司 ○ ○ × × × 

小北  一美 ○ ○ × × × 

坂口  妙子 ○ ○ × × × 

自
由
民
主
党
絆
の
会  

 泉井 智弘 ○ ○ × × × 

澤田 直己 ○ ○ × × × 

白石 透 ○ ○ × × × 

里野 善徳 ○ ○ × × × 

藤木  栄亮 ○ ○ × × × 

奥谷  正実 - 

  １ ２ ３ ４ ５ 

吹田いきいき 
市民ﾈｯﾄﾜｰｸ 五十川有香 ○ ○ ○ ○ ○ 

すいた 
市民自治 池渕佐知子 ○ ○ ○ ○ ○ 

すいた市民クラブ 梶川 文代 ○ × ○ ○ ○ 

無所属ｸﾗﾌﾞ 生野 秀昭 ○ × ○ × ○ 

すいた創政会 馬場慶次郎 ○ ○ ○ ○ ○ 

吹田新選会  

石川 勝 × ○ × × ○ 

後藤 恭平 × ○ × × ○ 

足立 将一 × ○ × × ○ 

川本 均 ○ ○ × × × 

吹田翔の会   澤田 雅之 ○ ○ × × × 

山本 力 ○ ○ × × × 

 （円） 1月 2月 3月 

収

入 

報酬 650,000 650,000 650,000 

年末調整 0 0 0 

合計 650,000 650,000 650,000 

支

出   

所得税 65,290 65,290 65,290 

住民税 17,600 17,600 17,600 

国民年金 15,590 15,590 15,590 

共済保険 25,105 25,105 26,096 

互助会会費 6,500 6,500 6,500 

会費 600 4,200 600 

生活費 300,000 300,000 300,000 

事務所活動費 219,315 215,715 218,324 

 合  計 650,000 650,000 650,000 

１：吹田市立教育・保育施設条例の一部を改正する条例の制定   賛成３２：反対 ３：退席０ 可決 

２：平成28年度吹田市一般会計予算に対する附帯決議   賛成３３：反対 ２：退席０ 可決 

３：住民票等写しの適正な交付手数料を求める請願書   賛成１２：反対２３：退席０不採択  

４：TPP協定を国会で批准しないことを求める意見書   賛成１１：反対２４：退席０ 否決 

５：消費税増税中止を求める意見書 賛成２０：反対１５：退席０ 可決 

事務所活動費内訳  （円） 

収
入 

1月-３月合計 653,354 

前月繰越金 554,317 

合計 1,207,671 

支  

出    

事務所家賃等 256,800 

水光熱費 15,489 

通信費 22,538 

印刷費 204,571 

活動費 54,540 

交通費 64,953 

事務雑費 14,359 

人件費 74,500 

合  計 707,750 

499,921 繰越金 

<５月定例会の日程予定> 

5月12日 提案説明 

5月19日～24日 一般質問 

5月25日～26日 常任委員会 

5月31日 討論・採決 

6月 2日・3日 役員改選 

3月の議場コンサートはとても

素晴らしい演奏でした^^5月は

コンサートはありませ

んが、ぜひ、傍聴に！ 

 以下、賛否の分かれた条例議案・意見書(抜粋）です。 




